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（Japanese American Citizens League）に所属する二世が中心となって実施されるこ
とになる。 
二世クィーン・コンテストは、第二回二世ウィーク・フェスティバルから導入された。
このビューティ・コンテストは、1921 年より開催されているミス・アメリカをはじめ
としたアメリカ主流社会のコンテストの模倣であり、「アメリカ化」のひとつであると
いう指摘もなされているが、日系人社会の動向を注視すると、必ずしもそうではなく、
日本社会の影響も受けていたことが分かる。日本社会において、1890 年代より芸者を
被写体とした写真を通して「美しい」女性を選ぶコンテストが開かれていた。さらに
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1907 年には、アメリカの新聞社からの依頼もあり、一般女性を対象としたコンテスト
も日本の新聞紙上で実施された。コンテストで選ばれた女子学生は、理想の女性像を逸
脱したものとして批判され、学校を退学に追い込まれるなどの事態になったものの、そ
の後のトランスナショナルな文化の流れのなかで、日本社会も変化していく。1930 年
代に入ると、女性雑誌等との共催で、芸者ではない一般女性を対象としたコンテストが
大々的に行われるようになった。日系人社会も、過去には酌婦を対象としたコンテスト
を新聞紙上で開催したことがあったものの、日本で開催された一般女性対象のビューテ
ィ・コンテストについて新聞で報道するようにもなり、アメリカ主流社会だけでなく日
本社会の変化もみていくなかで、1930 年代にはすでに、一般女性を対象としたビュー
ティ・コンテストを実施する素地が出来つつあったといえる。
1935 年から開始された二世クィーン・コンテストも第一回は、初の試みのためか候
補者を集めることに苦労し、審査も非公開で行われ、二世クィーンが選定された。それ
が第二回より大きく変化する。候補者の写真が公開され、一般の人びとによる人気投票
が実施されるようになったのだ。選抜は、候補者数を絞っていくかたちで二段階に分け
られ、５人に絞られた最終段階では、日系人社会の商店で買い物をすることで投票券が
得られるという仕組みにもなっており、日系人社会の経済活性化という当初の目的に貢
献するものにもなっていく。 
二世クィーンとして選ばれた女性は、中流家庭出身で多くは大学に進学して学んでい
るような独身女性であった。主流社会で実施されたコンテストと違い、背の高い女性は
選考基準から外されており、好まれなかったことは興味深い点である。女性の顔立ちは、
アメリカ主流社会において「他者」として表象されるような切れ長の目を持つ「オリエ
ンタル」な顔ではなく、二重で目の大きい顔立ちであった。日米のトランスナショナル
な文化の流れのなかで、日系人社会で構築された美しさの基準に従ったものであったと
いえる。 
二世クィーンは、日系人社会と主流社会の架け橋となるべく、「日本的」及び「東洋
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的」なものと「アメリカ的」及び「西洋的」なものの融合を体現した。主流社会へ日系
人の存在を示す際は、白人の「オリエント」へのまなざしを利用し、着物を着用して「日
本的」及び「東洋的」なものを前面に出す一方で、クィーン決定の際は、イヴニング・
ドレスを着用して戴冠式が行われるなど、「アメリカ的」及び「西洋的」なものが演出
された。日系人は、「日本」とのつながりも意識しつつ、「アメリカ」への忠誠心も示し、
繊細な均衡を保つ努力をしたのである。そのような均衡を保ちながら、日系人は、二世
クィーンの存在を利用しつつ、アメリカ主流社会での「居場所」および文化的市民権
カルチュラルシティズンシップ
を得ようとしたことを本章では明らかにした。 
総じて太平洋戦争勃発前、日系人社会では、アメリカ社会で「ふさわしい」とされる
外見が追求されつつ、日系人独特のビューティ・カルチャーが形成されていた。これは、
アメリカ主流社会へ参入していく重要な手段でもあり、「居場所」及び文化的市民権
カルチュラルシティズンシップ
を
獲得しようとする試みでもあった。ただし、このことは、「日本」を拠り所とした日系
人としてのアイデンティティを捨て去ることを意味したわけではなかった。本論文が指
摘したように、ビューティ・カルチャーは、日米間を行き来するトランスナショナルな
文化の流れのなかで形成されており、日系人は、日系人としてのアイデンティティを維
持しつつ、アメリカ社会での「居場所」を探求することができたのである。日系アメリ
カ人社会特有のビューティ・カルチャーの形成がそこに大きく寄与していたといえる。 
